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会報 
ＮＯ.190 
 2026年 
 ３月 １日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 
連絡先 
事務局  

寺脇 

057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
６
年
度 

 
 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 瀬
戸
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山
田
美
和
子
さ
ん 

 
 

 

２
０
０
０
円 

 

宇
佐
見
美
智
代
さ
ん 

 
 

 

２
０
０
０
円 

春
日
井
市 

 

大
里 

豊
さ
ん 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

杉
本
皓
子
さ
ん 

２
０
０
０
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埼
玉
県
白
岡
市 

 

野
口
哲
央
さ
ん 

５
０
０
０
円

 
 

２
０
２
６
年
３
月
１
日
現
在 

+

２
一
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

１
５
６
名 

 
 

  2024 年の夏に、愛知時計電機が通

行人の安全のためと称して「平和地

蔵」撤去する計画であったが、地域

住民の方々が急遽「熱田空襲遺跡を

守る有志の会」を立ち上げ当局に要

請したことにより、会社側はより安

全な場所に移転再設置されることに

なりました。「有志の会」の方のお計

らいで昼食はお弁当をいただくこと

になっています。 

お弁当代込み 3000円です。 

申し込みは寺脇（右）まで 
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今年のピースあいち空襲展は「6月 9日熱田空襲」を取り上げます。 

3月 12日、19日に市街地中心部を焼き払い、5月 14日、17日に周辺市街地を焼き払い 

名古屋市街地は焼け野原となります。三菱発動機・同航空機もそれまでに破壊しているので 

残っている攻撃目標は愛知時計電機・愛知航空機・住友軽金属などを目標となります。 

米軍は 6月 9日からエンパイア作戦を開始します。日本が梅雨に入るため、米軍は目視可能

な天気予報があれば、航空機製造工場などを昼間に複数を爆弾攻撃、目視不可能な場合は夜間

に中小都市 4カ所を焼夷弾攻撃する作戦を実施します。 

6月 9日はエンパイア作戦の第 1回目でした。わずか 8分の攻撃で愛知時計電機は壊滅、愛

知航空機も大打撃を受けます。そして 2,000人を超える名古屋市最大の犠牲者を出しています。

この攻撃では初めて 4000ポンド(2トン)が使用されました。これは通常空襲で使用された最大

の爆弾でした。破壊力は鉄筋コンクリート 4階建ての建物を貫通して地下室に避難していた

人々も犠牲になっています。戦後、GHQのメンバーとして来日したモージャー氏もカラース

ライド(国立国会図書館デジタルアーカイブ）で撮影しています。      （金子） 

「
ピ
ー
ス
あ
い
ち
」
の
金
子
さ
ん
よ
り
「
熱
田
空
襲
展
」
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
わ
ず
か
な
時
間
に
奪
わ
れ
た
命
の
重
さ
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 
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瀬戸の地下工場の本体は名古屋にあ

った愛知航空機㈱であった。 

歴史 

1893（明治 26年）  

    愛知時計製造合資会社設立 

1898 愛知時計製造株式会社設立 

1904  

東京砲兵工廠から砲弾の信管部分受注 

海軍造兵廠から歯輪装置の受注 

1911 愛知時計電機株式会社に変更

1913 航空機の製造を開始 

1924 愛知時計株式会社 

1926（昭和元年） 

  航空機用発動機の製造を開始 

1933 愛知機械製造株式会社を合併

1936 愛知重工業株式会社を合併 

1940（昭和 15年） 

  全工場、海軍の管理工場となる 

1943（昭和 18年） 

 愛知航空機株式会社設立（港区稲永） 

1945（「昭和 20年」 2 月 13日 

瀬戸疎開工場○セ 本部事務所 

   

主要生産機  

九九式艦上爆撃機  昭和 14年 

艦上爆撃機「彗星」 昭和 18年 

艦上攻撃機「流星」 昭和 20年 

零式水上偵察機   昭和 15年 

水上偵察機「瑞雲」 昭和 18年 

特殊攻撃機「晴嵐」 昭和 18年  

夜間戦闘機「電光」 昭和 19年 試作

段階  

  

 

愛
知
時
計
電
機
（
株
） 

愛
知
航
空
機
船
方
工
場 

 
 

戦
後 

熱
田
高
校
に 

 

愛知航空機 熱田発動機（エンジン製造） 

  戦後は 愛知機械工業（株） 

愛知航空機永徳工場（本社） 

 戦後は愛知機械工場（株） 

現愛知機械 

水
上
機
を
下
し
た 

 
 

ス
リ
ッ
プ 

３月 29 日（日）の見学会（P1参

照）では、愛知時計電機の周辺

をめぐり、被爆護岸や、平和地

蔵、殉国地蔵などを見学します。

港区の稲永では旧永徳工場のス

リップを見学します。 
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「O さんの感想・疑問」 会報 189号 P.5で 

旧国家総動員 関係 死亡者名簿について、入力作業報告だけ

ではなく、なぜ入力しているのかという目的もきちんと 示されて

ると良いのではと思います。また、これはレイアウトのことなので

すが、文章が 2箇所に分かれているため、読みにくく感じます。 

旧国家総動員関係死亡者名簿（愛知県）② 

モ
ニ
タ
ー
を
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
瀬
戸

市
の
O
さ
ん
よ
り
左

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
お

答
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

事
務
局 

寺
脇 

 
 
 

 

こ
の
名
簿
は
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ

き
徴
用
さ
れ
た
国
民
、
な
ら
び
に
動
員
さ

れ
た
学
徒
が
空
襲
等
で
死
亡
し
た
方
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
学
徒
動
員
な
ら
当
時

の
学
校
名
、
作
業
署
名
、
住
所
、
徴
用
（
動

員
）
さ
れ
た
日
、
解
除
さ
れ
た
日
、
死
亡

の
原
因
と
な
る
受
傷
（
被
爆
）
し
た
日
時
、

場
所
、
原
因
、
死
亡
日
時
、
場
所
等
が
記

さ
れ
て
い
て
、
貴
重
な
記
録
で
す
。 

た
だ
、
受
傷
し
た
日
時
に
つ
い
て
は
、

時
刻
が
あ
い
ま
い
で
日
に
ち
し
か
書
か

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
ま
た

受
傷
の
程
度
や
死
因
に
つ
い
て
は
、
各
企

業
の
医
務
体
制
な
ど
の
違
い
で
、 

非
常
に
詳
し
く
記
し
て
あ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
「
爆
死
」
と
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。 

以
上
の
内
容
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
あ

る
「
エ
ク
セ
ル
」
に
入
れ
る
と
、 

・
死
亡
者
の
年
齢
・
被
爆
の
日
時
・ 

死
亡
の
原
因
・
徴
用
ま
た
は
、
動
員
さ

れ
た
住
所
の
統
計
等
々
、
い
ろ
い
ろ
と
分

析
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
住
所
や
名

前
で
検
索
を
す
れ
ば
、
そ
の
方
の
動
員

先
、
死
亡
し
た
日
時
、
場
所
等
が
分
か
り

ま
す
。 

わ
た
し
が
以
前
に
入
力
し
た
「
瀬
戸
市

顕
霊
誌
（
平
成
７
年
度
（1

9
9
5

）
瀬
戸
市

遺
族
会
連
合
発
行
）
＝
瀬
戸
市
民
で
過
去

に
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
の
デ
ー
タ
」
で

分
析
し
た
結
果
を
下
に
記
し
ま
す
。 

  

左
の
グ
ラ
フ
は
「
瀬
戸
市
内
に
お
け
る
戦
没

者
１
１
７
５
名
」
の
デ
ー
タ
の
う
ち
死
亡
日
時

を
棒
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
戦
死
者
は
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）
６

月
か
ら
１
９
４
５
（
昭
和
20
年
８
月
ま
で
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

21 歳～23歳   

に集中！ 

中国・フィリピ

ン・南洋諸島に 

 集中 
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旧国家総動員関係死亡者名簿（写し）の一部 

死亡者個人の記録 

動員した学校の記録 
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１
月
25
日
（
日
）
恒
例
の
地

下
工
場
跡
現
地
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
11
名

で
、
や
は
り
最
強
寒
波
で
出
席

者
が
例
年
に
な
く
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
瀬
戸
市
内
の
高

校
生
の
方
が
参
加
さ
れ
熱
心

に
見
学
さ
れ
て
い
た
の
が
、
印

象
的
で
し
た
。 

ま
た
、
今
ま
で
見
学
の
際
、
体

育
館
横
の
階
段
が
ロ
ー
プ
で

封
鎖
さ
れ
て
そ
こ
を
通
過
で

き
ず
に
西
側
の
斜
面
を
通
っ

て
い
き
ま
し
た
が
、
途
中
で
も

進
入
禁
止
の
看
板
が
あ
っ
た

り
し
て
見
学
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。 

 
 
 

（
寺
脇
） 

会で設置した看板が老朽化し 

脚部が腐食し折れてしまいました。 

早急に新しいものを設置しなければ  

いけませんが・・・、 

寒風の中、ごくろうさまでした。 
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瀬戸地下軍需工場跡見学会感想 
                             瀬戸市  岡村浩子 

今回，瀬戸地下軍需工場見学会に初めて参加させて頂きました。 

瀬戸地下軍需工場跡については，子供が使用していた社会科の副読本で写真を見たこ

とはあったのですが，実際にそれを目にするのは初めてのことで，大変貴重な経験とな

りました。案内して頂いた工場跡は，いずれも土に埋もれ入口が確認できるのみ，その

入口も鉄柵が設置され，外から眺めることしかできません。それでも，現地に立つこと

によって，この国でかつて戦争があったこと，そして，この町も無関係ではいられなか

ったという事実を，リアルに感じることができたように思います。 

戦後 80年を迎え，若い世代が戦争体験を聞いたり知ったりする機会は少なくなってい

ます。また，学校の歴史の授業で近現代に割かれる時間はそれほど多くなく，戦争とい

う恐ろしい記憶をわざわざ我が子に教えたくないという意見もあります。そのような中

で，瀬戸地下軍需工場跡が果たすだろう役割の大きさは計り知れません。 

現地にて工場跡を拝見し，このままではいずれ完全に土に埋もれてしまうのでは，と

いう危惧を抱きました。一度失ってしまえば，戻すことはできません。自治体などの協

力のもと，この遺跡の保存が実現され，未来へのメッセージとなることを，強く願いま

す。 

また，保存会における保存以外の目的についても，大変共感いたしました。散歩道の

整備，工場跡資料館の開館，どちらも必要なことのように思います。山中にあること，

場所が分かりにくいことなどから，現状では個人的に軍需工場跡を訪れることは，難し

く感じます。整備がなされ，子供たちが戦争について自ら学べる場ができること。教育

の面から見ても，とても有意義な施設となるのではないでしょうか。 

帰宅後，SNSにて政府が軍需工場国有化を検討しているという記事を目にしました。

非戦を願い，軍需工場跡を保存しようと活動する方々がいる一方で，このような政府の

動きがあること，残念でなりません。この国はどこに向かうのか不安になりますが，だ

からこそ，戦争遺跡の保存とその存在を広めることの意義について，改めて考えさせら

れました。 

 

今
回
の
現
地
見
学
で
工
場
跡
地
見
学
に
黄

信
号
が
灯
り
ま
し
た
。
見
学
地
へ
は
市
民
公
園

か
ら
の
入
り
口
（
写
真
左
上
）
は
数
年
前
か
ら

「
危
険
！
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
」
の
看
板
が
あ
り
、
下
の
入
り
口
＝
水
野
小

学
校
の
校
庭
側
の
階
段
（
写
真
右
上
）
に
は
ト

ラ
ロ
ー
プ
と
ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
が
し
て
あ
る
の

で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
山
へ
入
る
と
こ
ろ
（
写

真
左
下
）
滑
り
台
全
部
（
写
真
右
下
）
に
使
用

禁
止
、
進
入
禁
止
の
看
板
と
ロ
ー
プ
・
策
が
し

て
あ
り
ま
す
。
な
ん
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。（
寺
脇
） 
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いざ、浅川へ！ 
日本列島に最強寒波が訪れた２月８日

（日）中央線始発電車に乗り、新幹線に乗

り継ぎ、いざ八王子浅川へ！ 

もちろん国民の義務である投票は期日

前で済ませ、午前中は東京各地の戦跡をめ

ぐる計画を綿密にたて、いざ東京に向かい

ました。静岡の車窓からは快晴の富士山を

眺めてわくわく気分でしたが・・神奈川を

過ぎると世界が一変・・そこは雪国でした。

結局計画した戦跡巡りは二か所しか廻れ

ませんでした。    （寺脇） 

当時日本最大の航空機メーカーであっ

た中島飛行機武蔵製作所に向かう引き込

み線跡①（中央線武蔵境駅東） 

中島飛行機武蔵製作所に向かう引き込

み線跡②  

中島飛行機武蔵製作所に向かう引き込み

線跡③ 橋は当時のものではないが、橋

台跡が残っているらしい。下は説明板。 

調布飛行場近くの掩体壕（大沢２号）武

蔵野公園内。最寄り駅は西部多摩川線「多

摩」附近には数か所掩体壕が残っている。  
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左
の
写
真
は
、
１
４
１
箱
分
総
重
量
３
ｔ
も
の
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
が
見
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
。
下
は
見
つ
か

っ
た
当
時
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
収
納
箱
。
説
明
し
て

い
る
の
は
保
存
を
す
す
め
る
会
の
中
田
さ
ん
。 

上
の
写
真
は
中
央
線
か
ら
続

く
引
き
込
み
線
で
地
図
の
矢

印
の
あ
た
り
。
戦
後
米
軍
が
撮

っ
た
も
の
、
右
後
方
に
浅
川
地

下
壕
の
イ
地
区
が
あ
る
。 

帰り道に見た巨大な看板が印象的でし

た。入り口付近には、地下壕の解説する看

板すらなく、全国的に有名な戦跡の保存に

も苦労されているようすでした。 

トロッコレール跡。枕木の跡が分かりま

す。ジョイントや犬釘も転がっています。 

岩
盤
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を 

挿
入
す
る
穴
が
た
く
さ
ん

あ
い
て
い
る
個
所
。 

浅川地下壕 高尾駅駅 
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2月 2日山田富久さんの紹介で、父親が愛知航空機

に勤務されていたという一宮在住の柴田さん（写真）

にお会いし、彗星の防風ガラスとアルバム（昭和 15

年 3月 愛知時計技能者養成実習場 修業記念）を

見せていただきました。 

父上（1925年 1月生まれ）は同社の技能者養成実

習所を 1940年（昭和 15年）3月に卒業。試作課で

働き、終戦時は垂井にあった疎開工場におられたとの

こと。防風ガラスは彗星の写真をみると前面の左右い

ずれかの枠に相当しそうです。 

写真の彗星は上が、水冷アツタエンジンを積んだ初

期のもので、下の彗星は空冷エンジン金星を積んだ機

種です。下はアルバムの一ページです。 （寺脇）    

              （寺脇） 

右
の
図
は
米
軍
爆
撃
調
査
団
の
報
告
書
に
あ

っ
た
愛
知
航
空
機
の
疎
開
工
場
を
一
部
を
抜
粋

し
た
も
の
で
す
。
英
文
を
訳
し
て
い
ま
す
。
垂
井

附
近
に
も
小
規
模
な
施
設
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 
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1945年 6月 26日東海地区で行方不明になった米軍 B29爆撃

機の報告書が見つかりましたのでお知らせいたします。（福手）  

 

 重要  

この報告書は航空乗務員の行方不明が公式に報告されてから 48時間以内に、3部作成

されます。 

1. グアム島北飛行場 第 20空軍、第 19爆撃飛行連隊、第 28爆撃飛行隊所属 

2. グアム北飛行場出発 コース 295 各務ヶ原飛行場通常爆撃 

4. 日時 1945年 6月 26日 10時（日本時間） 

               場所北緯 34度 2分 東経 136度 43分 

最後の目撃情報  敵の航空機によると記載 

B29爆撃機 シリアルナンバー 44－69873 搭乗員 11名   

機長 ベンジャミン．G．コルダス大尉（ウィスコンシン州モジニー出身） 

 

 

 

各
務
ヶ
原
在
住
の
福
手
さ
ん
よ

り
米
国
公
文
書
所
蔵
の
報
告
書
の

中
よ
り
東
海
地
方
に
関
す
る
事
例

を
見
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

福
手
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 

（
寺
脇
） 

＊米国国立公文書館が所蔵 行方不明搭乗員報告書 
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米軍は名古屋市内の爆撃、5月 11日は 1機、24 日は 5機、6月 26日は 3機の B29爆

撃機を失っており、更に調査が必要です。調査の協力者を求めています。 

 

17，発言又は目撃証言 

パーカー少佐とアンブローズ大尉は次のように報告しています。 

敵戦闘機は 12時の高度から正面攻撃を仕掛け、この敵機は明らかに大きな損傷を受けて

いました。約 450ｍ先から煙の跡が見えました。敵機はコルダス大尉の飛行機と衝突し、飛

行機は即座に爆発し、炎と煙の塊となりました。落下した破片や残骸が空中に散乱しました。

爆発直後に 1つのパラシュート現れ、その後、さらに低い高度でもう 1つが見えました。最

初のパラシュートの男性は生きていて動いているように見えました。もう 1つは遠すぎて観

察できませんでした。これは北緯 34度 2分、東経 136度 43分の集合地点で発生しました。

（緯度経度は三重県尾鷲の南 100ｋｍ付近） 

             公認コピー   ウイリアム・E・バックナー少尉 

 

 

大型航空機を目撃したと書いています。行方不明搭乗員報告書にある墜落地点と目撃証言は

大きく違いますので、別々の案件なのか、同一案件の墜落地点間違いか、さらに調査進めて

います。 

    各務原市空襲資料室調査員 福手一義、松尾朋和（郷土史家） 
 

この写真は硫黄島第 7戦

闘機集団の退役軍人のサ

イトにあるものです。 

大型航空機がバラバラ

になって墜落して行く様

子が写っています、バック

の地状態から三重県津松

坂港と考えられます。 

また 6月 26日に熱田空

襲の護衛任務に就いてい

た P51 戦闘機のパイロッ

トが戦闘報告書に、名古屋

エリアで炎と煙に包まれ

て回転しながら墜落する
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日本の土台が大きく揺らいでいると
感じる今日この頃です。私たちも安穏
とはしていられなくなったように思い
ます。 
戦後 81年が、どこまでも戦後で続い

ていけるように、心新たに気を引き締

めていきたいと思います。 
ただ、ここにきてうれしい出来事も

ありました。冬の時代に新しい芽吹き
が、確実に花を咲かせるように頑張っ
ていきたいと思います。     

       

      2026年 3月 1日（T） 

            

         

 

 

 

                       

昨年 10月、陸上競技場北

の深さ３ｍ以上ある陥没穴

周辺に設置されていた看板

（左）が老朽化したのか新

しい看板（上）に代わって

いました。付近は雑木林で

じゃりの地面ですが・・・ 

ありがとうございました！ 

瀬戸市在住の檜山憲子さんからメールをいただきました 
 
突然のお電話にもかかわらず、たくさんのご説明ありがとうございました。 

歴史のある街 瀬戸市に転居して 8 年目になります。元々は千葉県で生まれ、結婚で愛知県にきま
した。愛知県は名古屋市というこれまた歴史のある街に住んでいて、戦時中の被害とかまるでわかり

ませんでした。 
 今回北海道出身のアップダウンという漫才コンビ（元吉本興行業 竹森巧 ・阿部浩貴）の 2 人に出
会い、彼らの想いに共感して、応援したいと活動をはじめました。 
４月５日（日）に瀬戸蔵で音楽劇を一部上映、一部舞台で芝居と音楽を行います。小学生・中学生は

無料なので教育の現場の社会勉強として、親子三代で見てほしいと思い、活動しています。 
 今回のアドバイスとご協力に感謝しております。ありがとうございます。 
私が代表の実行員会のホームページ URL を送ります。 https://peacewalkaichi.jp/  
 そして、アップダウンのメッセージをみんなに伝え、これからの日本の未来を子供たちにつないでい

きたいと思っています。 「あの頃、年端もいかない多くの特攻隊員が、国を守るために戦場に散りま

した。それは特殊な人間ではなく、ごく普通の少年や青年でした。家族がいて子供がいて恋人がいま

した。彼らが命を懸けて守りたかった日本を、未来に繋いでいくために、難しい本よりも、講義よりも、

わかりやすく、面白く、時には涙を流す舞台をみんなに観てもらいたい。」と思っています。 

昨年までピースフェスティバル in せと

「戦争体験を語り継ぐ会」は体験者が稀有

になってしまい、新たに「戦争を語り継ぐ

会」として再出発します。戦前にしないた

めにも過去の過ちをしっかりとらえること

が大切だと思います。一人一人が当事者と

して参加されることを願っています。 

4月 18日治安維持とスパイ法 

5月 23日空襲死の記録 

6月 27日花岡事件 

7月 18日在日コリアン 

8月 22日満州植民地化 

いずれも 13：30分～文化センターで 

 

https://peacewalkaichi.jp/

